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市では、市の広報紙、ホームページに掲載する広告を募集しています。詳しくは、秘書政策課広報・報道担当☎0940（36）1055まで

【郷土料理「だぶ汁」振る舞い】
●日時　４月26日（土）10：00～（先着300食）

【勾玉（まがたま）作り無料体験】（各回先着20人）＊事前申込必要
●日時　４月26日（土）、同27日（日）11：00～、13：00～、14：30～

【土笛作り・古銭鋳造無料体験】
（土笛作りは先着12人、古銭鋳造は先着18人）＊事前申込必要
●日時　４月27日（日）11：00～、13：00～、14：30～

【宗像大社境内、高宮祭場、神宝館　無料ガイド】＊当日申込必要
●日時　４月26日（土）、同27日（日）
●受付　9：00～11：00、13：00～15：00
＊30分、60分、90分のコースを用意。受付時間内で随時出発

【火おこしコンテスト】
●日時　５月３日（土・祝）～同６日（火・振休）の10：00～16：00
＊随時受付
●内容　「舞いきり」という火おこし道具を使って、火種ができるま
での時間を競います
＊中学生以上と小学生以下に分かれて実施。優勝者には、むなかた
牛１kgをプレゼント
●参加料　100円
●その他　10：00～、14：00～　日替わりで「古銭鋳造」や「勾玉作り」
などの体験学習（各参加料100円）も開催

【滝純一絵画展】
　福岡教育大学名誉教授で、2003年のニューヨークフィルムフェス
ティバル公式ポスター原画も制作した、画家・滝純一の絵画展を同
館・第２展示室で４月26日（土）から開催します。
＊各詳細は問い合わせを

■申込・問い合わせ先　海の道むなかた館　☎（62）２６００

来館者20万人突破来館者20万人突破２周年２周年開館開館
00 人万人万人人人突突破突破

感謝イベント感謝イベント

学びの里

第37回

　
田
中
先
生
は
、
昭
和
７
（
１

釣川遺跡

９
３
２
）
年
に
旧
制
宗
像
女
学

校
（
現
在
の
宗
像
高
校
）
に
国

史
の
教
師
と
し
て
着
任
し
ま
し

た
。
田
中
先
生
は
教
壇
に
立
つ

傍
ら
、
宗
像
を
中
心
に
郷
土
の

遺
跡
調
査
や
研
究
を
実
施
し
、

そ
の
成
果
を
著
書
や
雑
誌
へ
の

投
稿
で
広
く
世
に
発
表
し
、「
宗

像
」
の
名
を
全
国
に
広
め
ま
し

た
。

　
今
回
は
、
田
中
先
生
が
発
見

し
た
多
く
の
遺
跡
の
中
か
ら
、

「
鐘
崎
（
上
八
）
貝
塚
」
と
「
釣

川
遺
跡
」
を
紹
介
し
ま
す
。

　
鐘
崎
（
上
八
）
貝
塚
は
、
上

八
に
所
在
し
、
鐘
崎
か
ら
続
く

上
八
浜
の
海
岸
砂
丘
上
（
標
高

12
・
６
㍍
）
の
山
側
に
あ
り

ま
す
。
現
在
の
海
岸
線
ま
で

は
、約
１
５
０
㍍
の
地
点
で
す
。 

　
こ
の
貝
塚
の
調
査
は
、
昭
和

９
（
１
９
３
４
）
年
に
、
田
中

先
生
や
九
州
大
学
の
鏡
山
猛

（
た
け
し
）
さ
ん
が
初
め
て
実

施
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
現

地
表
の
約
１
㍍
下
に
、
厚
さ
30

～
90
㌢
ほ
ど
の
貝
層
が
あ
り
ま

し
た
。

　
貝
塚
に
接
し
た
北
側
で
は
、

木
炭
や
焼
け
て
赤
褐
色
に
固

ま
っ
た
部
分
（
約
２
坪
余
り
）

が
あ
り
、
石
器
が
集
中
し
て
見

つ
か
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
住

居
跡
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
遺
跡
か
ら
見
つ
か
っ
た

土
器
は
、「
鐘
崎
式
土
器
」
と

呼
ば
れ
、
縄
文
時
代
後
期
前
半

（
４
０
０
０
～
３
０
０
０
年
前
）

の
標
識
遺
跡
（
年
代
の
基
準
と

な
っ
て
い
る
遺
跡
）
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
釣
川
遺
跡
は
、
昭
和
８
（
１

９
３
３
）
年
に
釣
川
中
流
に
か

か
る
東
郷
橋
か
ら
、
下
流
へ
約

３
０
０
㍍
の
釣
川
の
川
床
に
あ

り
ま
す
。

　
報
告
で
は
、
堤
防
上
の
県

道
（
現
在
の
県
道
69

号
）
の
拡
張
工
事
に

伴
っ
て
川
床
が
掘
削

さ
れ
て
、
土
器
や
石

器
類
が
出
土
し
、
見

つ
か
っ
た
遺
構
（
い

こ
う
）
は
、
２
基

の
竪
穴
（
た
て
あ

な
）
で
し
た
。
こ
の

遺
跡
の
詳
し
い
場
所

は
分
か
っ
て
い
ま
せ

ん
が
、
現
在
の
河
東

「
向
手
」（
む
か
い
で
）

に
微
高
地
が
残
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
地
形

を
復
元
す
る
と
、
旧
地
形
の
入

り
海
に
、
浮
島
の
よ
う
に
立
地

す
る
向
手
丘
陵
の
存
在
が
注
目

さ
れ
ま
す
。
こ
の
丘
陵
は
、
向

手
の
北
端
標
高
10
㍍
付
近
（
昭

和
41
年
以
降
に
削
平
）
を
頂
点

と
し
、
南
へ
２
０
０
㍍
、
東
西

へ
１
０
０
㍍
前
後
に
な
り
、
遺

跡
は
そ
の
丘
陵
南
端
に
広
が
っ

て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
現
在
で
も
、
釣
川
の
水
位

が
下
が
っ
た
と
き
に
は
、
遺
跡

の
一
部
を
確
認
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

海
の
道
む
な
か
た
館
で
は
、
４
月
26
日
（
土
）

か
ら
６
月
１
日
（
日
）
ま
で
、
春
の
特
別
展
「
田

中
幸
夫
と
古
代
の
宗
像
」
を
開
催
し
ま
す
。
こ

の
特
別
展
で
は
、
昭
和
13
（
１
９
３
８
）
年
に
、

全
国
に
先
駆
け
て
造
ら
れ
た
「
宗
像
郷
土
館
」
の

開
館
か
ら
閉
館
、
そ
し
て
、
再
生
の
過
程
を
パ

ネ
ル
展
示
す
る
他
、
郷
土
の
遺
跡
調
査
に
大
き

く
関
わ
っ
た
田
中
幸
夫
が
発
見
し
た
遺
跡
に
つ

い
て
遺
物
と
写
真
を
展
示
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

郷
土
文
化
交
流
課　

☎
（
62
）
２
６
０
０

　
田
中
先
生
は
、
こ
の
他
に
も

精
力
的
に
旧
宗
像
郡
内
の
調
査

を
実
施
し
ま
し
た
。
隣
の
福
津

市
で
は
、
平
成
24
年
の
調
査
で

県
内
5
個
目
の
発
見
と
な
る
土

笛
（
つ
ち
ぶ
え
）
が
出
土
し
た

香
葉
（
か
ば
）
遺
跡
や
、
古
代

の
瓦
が
出
土
し
た
神
興
廃
寺

（
じ
ん
ご
う
は
い
じ
）
な
ど
が

田
中
先
生
の
発
見
で
す
。

　
こ
れ
ら
の
成
果
を
ま
と
め
、

展
示
公
開
し
た
の
が
「
宗
像
郷

土
館
」
で
す
。
戦
後
、
残
念
な

が
ら
廃
館
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
が
、
大
部
分
の
資
料
は
宗

像
高
校
に
あ
る
四
塚
会
館
に
収

蔵
さ
れ
、
一
部
は
展
示
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
今
回
の
春
の
特
別
展
を
通
し

て
、
市
の
文
化
財
調
査
研
究
と

保
護
の
歴
史
を
ひ
も
解
く
と
と

も
に
、
こ
れ
か
ら
の
文
化
財
保

護
に
生
か
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

（
文
化
財
職
員
・
坂
本
雄
介
）

鐘崎（上八）貝塚

貝塚から出土した鐘崎式土器の一部

「
宗
像
」の
名
を
全
国
に

広
め
た
田
中
幸
夫

田
中
幸
夫
の
功
績

縄
文
時
代
の
土
器
発
見

「
鐘
崎（
上
八
）貝
塚
」

釣
川
の
水
位
が
下
が
る

と
出
現「
釣
川
遺
跡
」

田
中
幸
夫
と　

宗
像
の
遺
跡


